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追熟方法を検討することとした。リ
ンゴやブドウにおいて，収穫後果実
への UV-B と可視光の照射で着色程度
が高まるとの報告があり（Arakawa 
1988；Kataoka et al. 2003），筆者ら
も収穫後のウメ ‘ 南高 ’ 果実に UV-B
と赤色光を同時照射すると，照射面の
果皮が赤く着色することを明らかにし
ている（大江ら 2012）。また，着果
状態の ‘ 露茜 ’ 果実を遮光すると，果
肉は赤く着色するものの果皮はほとん

ど着色しないことを明らかにしてい
る（大江ら 2013）。すなわち，‘ 露茜 ’
の果皮の着色には光が関与すると考え
られる。そこで，追熟時の光照射によ
る果実の赤色着色促進効果について検
討したので次に紹介する。

20℃の室内において，ガス透過性
の低い機能性段ボール箱に果実とエチ
レン発生剤（熟れごろ，日園連）を
入れ 48 時間処理した。その後，20℃
の人工気象室内に果実を移し，UV-B

（ピーク波長 305nm）または赤色光
（ピーク波長 660nm，波長を絞るた
めのカラーパイプをランプに装着）を
照射する区（以下，UV 区，赤色区）
並びにそれらを同時照射する区（以下，
UV+ 赤色区）を設置した。また，光
非照射の無処理区も設置した。

まず，追熟に適した熟度で収穫し
た果実を供試したところ，UV+ 赤色
区は赤色区および無処理区に比べて
照射面の赤みが強く，赤みを示す果
皮色 a* 値が大きく，色相角度を示す
果皮色 h* 値（本試験では値が小さい
ほど赤い）が小さかった（図 -6）。ま
た，照射面は非照射面に比べ果皮色 a*
値が大きく，h* 値が小さかった（図
-7）。アントシアニン含量は，UV+ 赤
色区の照射面は無処理区に比べて多
く，UV+ 赤色区の照射面は非照射面
に比べ多い傾向であった（図 -8）。次
に，追熟に適した熟度よりも熟度を進
めて収穫した果実を供試し，UV+ 赤
色区および無処理区について調査した
ところ，UV+ 赤色区の照射面は無処
理区に比べて赤みが強かった（図 -9）。
また，アントシアニン含量は，UV+
赤色区の照射面は無処理区に比べて多
く，UV+ 赤色区の照射面は非照射面

図 -6　追熟中果実への光照射と果皮色
� �注）Tukeyの多重検定により異符号間に5%水準で有意差あり
� 　　�バーは標準誤差を示す
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図 -7　追熟中果実への光照射と照射面および非照射面の果皮色
� 注）t検定により *** は 0.1%水準で有意差があることを示す
� 　　バーは標準誤差を示す
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図 -8　追熟中果実への光照射と照射面のアントシアニン含量
� 注）t検定により *は 5%水準で有意差があること，nsは
� 　　有意差がないことを示す
� 　　バーは標準誤差を示す
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図 -9　追熟中果実への光照射と果実外観

農事組合法⼈ 会社法⼈ その他

2010 1,679 1,644 36 22 4 13 5

2015 1,377 △18.0 1,340 37 27 6 17 4

2020 1,076 △21.9 1,037 38 31 7 20 4

区分／年 増減率(%)

表 農業経営体数とその組織形態別の内訳

法⼈経営体農業経営体 個⼈経営体 団体経営体
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に比べ多い傾向であった（図 -10）。

おわりに

以上のように，収穫後の果実をエチ
レン存在下で追熟することで着色やア
ントシアニン含量が大きく増加し，そ
の増加程度は温度や熟度に影響を受け
ることが明らかとなった。また，着色
やアントシアニン含量は追熟時の光環
境にも影響を受けることが明らかとな
り，追熟による着色増大程度が小さい
熟度が進んだ果実でも UV-B と赤色光
の同時照射で照射面の着色が促進し，
アントシアニン含量が高まる傾向とな

ることが明らかとなった。追熟中の光
照射については効率的な照射方法とし
て，より短時間の照射での効果，照射
のタイミングおよび果面全体に着色さ
せる方法の検討が今後必要である。
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図 -10　追熟中果実への光照射と照射面のアントシアニン含量
� 注）t検定により *は 5%水準で有意差があること，nsは有意差がな�
� 　　いことを示す
� 　　左図のUV+赤色光は照射面，右図はUV+赤色光での比較

農業経営体数（2020年農林業センサスから　その2）　統計データから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　農業経営体数とその組織形態別の内訳　　　　　　　　（単位：千経営体）

農林業センサスは全ての農林業の経営体を対象に５年に一度
行われる調査で，2020 年２月１日調査結果の概要が農林水産
省から公表されている。

全国の農業経営体（耕地面積 30a 以上か，販売額が 50 万
円以上の経営）は 107 万 6 千経営体で，5 年前の 2015 年に
比べ 30 万 2 千経営体（21.9％）が減少している。15 年前の
2005 年の 200 万９千経営体のほぼ半分に近く減少している。

農業経営体のうち減少しているのは，個人経営体（103 万 7
千経営体）で，5 年前に比べ 30 万 3 千経営体（22.6％）減少した。

その一方，団体経営体（3 万 8 千経営体）は 1 千経営体（2.6％）
増加している。

団体経営体のうち法人経営体は 3 万 1 千経営体で，5 年前
に比べ 4 千経営体増加している。この結果，団体経営体に占
める法人経営体の割合は 80.1％となり，その法人経営体では，
会社法人は 2 万経営体，農事組合法人は 7 千経営体となり，5
年前に比べそれぞれ 3 千経営体，1 千経営体増加している。

家族経営が大量に離農する傍ら，一部で経営の法人化・企業
化が進んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（K. O）
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